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第２学年 英語科学習指導案 
 

１ 単元名  PROGRAM 7  If You Wish to See a Change(SUNSHINE ENGLISH COURSE 2) 

 

２ 単元について 

(1)  教材観 

本単元では、1992 年地球環境サミットで子供の環境団体の代表としてスピーチを行い、現在も環境保

護活動等に取り組んでいるセヴァン・カリス＝スズキさんのメッセージを扱う。国際理解の大切さを

訴え、世界が抱える環境や貧困の問題の解決に向けて行動を起こす必要性を説く彼女の思いを英語の

スピーチから読み取り、それを基にグローバル社会において今後どのような生き方していくべきかに

ついて考えたことを英語で表現させることに挑戦させたいと考える。 

言語材料としては、＜動名詞＞、＜look＋形容詞＞、＜become＋形容詞＞、＜主語＋動詞＋人＋も

の＞が新しく紹介されている。 

 

(2) 生徒観 

本学級の生徒は、全体的に英語学習への関心が高く、多くの生徒が基礎的な学力を身に付けている。

４月に実施したNRTテストでは、読むことと書くことの観点が全国比より高い結果にあった。また、

ほとんどの生徒がペアやグループでの学習活動に協力して取り組んでいる。 

一方、１学期前半に実施した単元ゴールの英作文では、教師が提示するモデルに類似した英文を用

いた作品が多く、生徒の発想力を鍛え、語彙を豊かにする必要性を感じている。また、全体の前で文

法や発音ミスをすることを怖がり、自分の意見や考えを伝えることに抵抗がある生徒が多いことも解

決していくべき課題である。そこで、自分の考えを英語で表現することに慣れさせ、学習課題を達成

する喜びを味わわせ自信を付けさせたいと考え、英語を使って解決する必然性がある言語活動に取り

組ませている。生徒はペアで協力しながら、学習課題の達成に向けて熱心に取り組み、内容にも工夫

が見られるようになってきた。今後も継続して取り組ませていくと同時に、生徒の表現力を高めるた

めに、インプットの量や質について改善を加えたり、情報や考えを整理して発信する学習活動を設定

したりする必要があると考える。 

 

(3) 指導観 

今学期のプロジェクトゴールは「スピーチをしようーこんな人になりたい」である。そこで、本単

元では、「情報を的確に読み取る力」と「説明する力」の育成に力を入れたい。そのために、知り得

た情報や自分の考えを整理し、分かりやすく人に伝える学習課題に取り組ませることとし、単元ゴー

ルを「未来へのメッセージ～What can we do for the earth?～」とした。単元ゴールの達成に迫るた

めに、セヴァンさんや環境保護の話題を、より身近なものとして捉えさせる必要がある。そこで、教

科書には書かれていないセヴァンさんの生い立ちに関する情報を提示して読み取らせ、その情報を基

に彼女がなぜこのような考えに至ったのかについて考えさせたり、自分の考えを構築させたりする機

会を設けたい。生徒の内容理解を助け、学習内容と自分自身とを関連付けて捉えさせるために、ビジ

ュアル教材の効果的な活用や、Teacher Talk の内容の工夫にも取り組みたい。また、インフォメーシ

ョンギャップのある言語活動を設定し、読んで理解した情報を整理し、伝え合わせることで表現力の

育成を図りたい。グループで協力して情報を理解させたり、伝える内容を検討し合わせたりする時間

を設定することで、どの生徒も安心して学習活動に取り組むことができると考える。学習活動の前後
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にルーブリックを活用することで、生徒がより高い目標をもって活動に取り組むこともねらいたい。 

 

３ 単元の目標 

 (1) ペアやグループでの活動において、習った表現を駆使しながら自分の考えなどを伝えようとしている。 

 (2) 本文の内容について、メモを参考にしながら概要を相手に英語で伝えることができる。 

 (3) セヴァンさんの生き方についての内容や本文の情報を的確に読み取ることができる。 

 (4) 動名詞、look＋形容詞、become＋形容詞、主語＋動詞＋人＋ものを用いた文の形・意味・用法を身に

付けている。                    

 

４ 評価規準 

【現行の評価の観点による評価規準】 

ア コミュニケーション

への関心・意欲・態度 
イ 外国語表現の能力 ウ 外国語理解の能力 

エ 言語や文化につい

ての知識・理解 

① ペアやグループでの

活動において、習った表

現を駆使しながら自分

の考えなどを伝えよう

としている。 

① 本文の内容につい

て、メモを参考にしな

がら概要を相手に英語

で書くことができる。 

① セヴァンさんの生

き方についての内容

や本文の情報を的確

に読み取ることがで

きる。 

① 動名詞、look＋形

容詞、become＋形容

詞、主語＋動詞＋人

＋ものを用いた文の

形・意味・用法を身

に付けている。 

 

【新しい評価の観点による評価規準】       ※新学習指導要領の評価の観点で示した。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 動名詞、 look＋形容詞、

become＋形容詞、主語＋動詞＋

人＋ものを用いた文の構造を

理解し、適切に話したり書いた

りしている。 

① 本文の内容について、メモを

参考にしながら概要を相手に英

語で伝えている。 

② セヴァンさんの生き方につい

ての内容や本文の情報を基に、

自分の考えを構築し、英語で表

現している。 

① ペアやグループでの活動に

おいて、習った表現を駆使し

ながら自分の考えなどを伝え

ようとしている。 

※ 佐賀県教育センター「プロジェクト研究（中学校英語科教育研究委員会）」の試案である。 

 

５ 単元計画 (全９時間 本時８/９)   

次 時 評価規準と評価方法 学習活動 

第 

一 

次 

１ 【評価規準】 

 ア－① 

  ペアやグループで協力して、自分の

考えを主体的に伝えようとしている。 

 エ－① 

  「～すること」という表現を用いて、

最近楽しんでいることを書くことが

できる。 

・「～すること」を使った表現をペアで練習する。 

・最近楽しんでいることは何かを英語で表現し、ペア

へ伝える。 
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【評価方法】 

ワークシート 活動の観察 

２ 【評価規準】 

 ア－① 

  ペアやグループで協力して、自分の

考えを主体的に伝えようとしている。 

 エ－① 

  look＋形容詞の表現を用いて、写真

の中のものの様子を描写することが

できる。 

【評価方法】 

ワークシート 活動の観察 

・look＋形容詞の表現を、ペアで練習する。 

・見た目から分かる友達の気分とその理由を推測し、英

語で表現する。 

 

３ 【評価規準】 

 ア－① 

  ペアやグループで協力して、自分の

考えを主体的に伝えようとしている。 

 エ－① 

  主語＋動詞＋人＋ものの表現を用

いて、夢の誕生日プレゼントは何かを

書くことができる。 

【評価方法】 

ワークシート 活動の観察 

・主語＋動詞＋人＋ものの表現を、ペアで練習する。 

・夢の誕生日プレゼントは何かを英語で表現し、ペア

へ伝える。 

第 

二 

次 

４ 【評価規準】 

 ウ－① 

  セヴァンさんのメッセージについ

て内容を理解し、発問に答えることが

できる。 

【評価方法】 

ワークシート  

・本文に関連する写真を見ながら分かることを教師と

のやり取りから理解し、内容を推測する。 

・セクション１の内容を理解し、発問に答える。 

５ 【評価規準】 

 ウ－① 

  セヴァンさんのメッセージについ

て内容を理解し、発問に答えることが

できる。 

【評価方法】 

ワークシート  

・本文に関連する写真を見ながら分かることを教師と

のやり取りから理解し、内容を推測する。 

・セクション２の内容を理解し、発問に答える。 

 ６ 【評価規準】 

 ウ－① 

  セヴァンさんのメッセージについ

て内容を理解し、発問に答えることが

できる。 

・本文に関連する写真を見ながら分かることを教師と

のやり取りから理解し、内容を推測する。 

・セクション３の内容を理解し、発問に答える。 
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【評価方法】 

ワークシート  

第 

三 

次 

７ 

 

【評価規準】 

 イ－① 

  読み取り表を参考にしながら、セヴ

ァンさんについての情報を英語で書

くことができる。 

ウ－① 

 教科書以外に英語で書かれたセヴ

ァンさんの情報について、概要を読み

取ることができる。 

【評価方法】 

ワークシート  

・ルーブリックを確認し、本時の目標を踏まえた自己

到達目標を決める。 

・Picture Match活動に取り組み、題材についての情報

を得る。 

・４つあるセヴァンさんの物語の１つを読み、概要を

理解する。 

・読み取った情報を、読み取り表を参考に校正し、紹介

文を英語で書く。 

８ 

 

本 

時 

【評価規準】 

イ－① 

読み取り表を参考にしながら、セヴ

ァンさんについての情報を英語で書

くことができる。 

 ウ－① 

  クラスメートが書いたセヴァンさ

んの紹介文を読み、概要を読み取るこ

とができる。 

【評価方法】 

ワークシート  

・ルーブリックを確認し、本時の目標を踏まえた自己

到達目標を決める。 

・同じ物語を読んだ者が集まって互いの紹介文を読み

合い、校正する。 

・レギュラーグループに戻り、別の情報を読んだクラ

スメートが書いた紹介文を読み、読み取り表に情報

を埋め、４つの情報を整理する。 

９ 【評価規準】 

 イ－① 

  セヴァンさんの物語を通して、「未

来へのメッセージ～What can we do 

for the earth?～」のテーマについて、

英語で表現することができる。 

【評価方法】 

ワークシート  

・ルーブリックを確認し、本時の目標を踏まえた自己

到達目標を決める。 

・これまで読んだセヴァンさんについての話をもう一

度読み直し、セヴァンさんの人物像や活動を振り返

る。 

・教科書本文内にあるセヴァンさんかの問い掛け

“What can we do?”に答える形で、自分の考えを英

語で書く。 
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６ 本時の目標 

 (1) 読み取り表を参考にして書いたセヴァンさんの紹介文を改善することができる。 

【外国語表現の能力】 

(2) クラスメートが書いた紹介文を読んで、セヴァンさんの「自分史」紹介文の概要を読み取ることが 

できる。                                【外国語理解の能力】 

 

７ 展開(全９時間 本時８/９)   

 学習活動 教師の働き掛け(○) 評価とその方法 

    

 

導 

 

入 

１ ウォームアップ 

 (1)  挨拶をする。 

 (2)  歌を歌う。〈学級全体〉 

 

２ 活動の見通しをもつ。〈個人〉 

 

 

 

 

○英語を話しやすい雰囲気を作るため

に、明るく英語で生徒に話し掛ける。 

 

 

○活動に見通しをもつことができるよ

うにルーブリックを提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

３ セヴァンさんの「自分史」紹介

文を読み合い、修正する。〈同じ

情報を読んだ者で構成されたグ

ループ〉 

  

 

 

 

４ セヴァンさんの４つの「自分

史」紹介文を読み取る。 

 (1) グループごとに紹介文を

読み、読み取った情報を表に

まとめる。 

 

(2) 「自分史」を読んで、思っ

たことを書く。〈個人〉 

(3) 班で答えや思ったことを

確認する。〈グループ〉 

○より分かりやすい紹介文になるよう

に、クラスメートの助言を基に再構成

するよう促す。 

○生徒の作品の中で、他の生徒にとって

参考になるものがあれば、途中で全体

に紹介する。 

○生徒が協力して修正し合う時間を十

分確保する。 

○レギュラーグループに戻らせ、班で読

ませ合う。 

○表は日本語と英語、どちらで書いても

よいことを伝える。 

○自分の心に残った文や言葉について、

英語でメモを取らせる。 

○次時のWriting活動につながるように

読んだ感想を書かせておく。 

○互いに答えを確認するとともに、思っ

たことを共有させる。 

イ－① 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

ウ－① 

ワークシート 

 

 

ま

と

め 

５ 振り返りをする。 

ルーブリックを用いて、自己

評価をする。〈個人〉 

 

６ 次時の予告を聞く。 

 

 

 

 

○次時は、学んだことを基に単元ゴール

に関わる活動をすることを予告する。 

 

めあて 友だちが書いたセヴァンさんの「自分史」紹介文を読み、セヴァンさんについ
ての情報を集めよう 

※    は授業改善を図った手立て 
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８ 本時の評価 

評価規準 
イ－①：読み取り表を参考にし、セヴァンさんの紹介文を英語で書くことができる。 

                           【外国語表現の能力】 

 
 

判断するめやす 

(判定規準) 

 

十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 努力を要する状況（C） 

セヴァンさんの自分史につ

いて５文程度で説明し、自

分の感想や考えを付け加え

て伝えることができる。 

セヴァンさんの自分史につ

いて、３文程度で説明する

ことができる。 

(B)に達していない記述 

 

→（B）、（C）

と判断した生徒

への支援 

 

 

 

→辞書を使用したり、友人

の助言を参考にしたりする

よう促す。 

→ヒントの紙を渡し、自

分の意見と似た例文を使

うよう伝える。 

評価方法 ワークシートへの記述の分析 

 

評価規準 
ウ－①：クラスメートが書いたセヴァンさんの「自分史」を読んでの概要を読み取

ることができる。               【外国語理解の能力】 

 

判断するめやす 

(判定規準) 

 

十分満足できる状況（A） おおむね満足できる状況（B） 努力を要する状況（C） 

セヴァンさんの物語を読ん

で、３つの紹介文全ての表

を埋めることができる。 

セヴァンさんの物語を読ん

で、３つの紹介文の表のう

ち半分以上を埋めることが

できる。 

(B)に達していない記述 

 

→（B）、（C）

と判断した生徒

への支援 

 

 

 

→辞書を使用したり、友人

の助言を参考にしたりする

よう促す。 

→答えを探す目安となる

単語を示すなどの個別指

導を行う。 

評価方法 ワークシートへの記述の分析 
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資料１ セヴァンさんに関する資料（絵本の概要英訳） 
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資料２ ワークシート                資料３ ワークシート 
 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ ワークシート 
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資料５ 前時の生徒の作品から参考になるものを集めた表現リスト 


